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今年の春は花冷えの日が続

き、桜の花を開花から散り際

までゆっくりと堪能できまし

た。平成の時代が厳かに幕を

閉じ、新たな令和の時代の幕

開けを知っていたかのように。

併せて本協議会も設立から２

１年目を迎え、新たなスター

トを切っています。

昨年、設立２０周年を迎え

た本会の会長を仰せつかり、

２年目を迎えました。長きに

わたってお世話になった本会

への恩返しのつもりで微力な

がら事務局、スタッフをはじ

め会員の皆様と歩みを共にし

て参りました。会の活動は会

報等でお伝えしておりますが、

どれも大きな成果を上げるこ

とができました。感謝申し上

げます。

今年度も「近畿は一つ」を

合い言葉に聴覚障害教育に関

わり、未来を拓く子どもたち

を育成するために思いを一つ
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にして、確実に歩み続けてい

く所存です。事務局をはじめ

スタッフ一同が一丸となって、

今年度も開催講座・研修会等

の内容は多岐にわたり、入門

者からベテランまでが学ぶ事

ができるよう会員の皆様のた

めに様々な企画を用意してお

ります。どうぞご期待くださ

い。皆様の積極的な参加によ

り、学校、医療、福祉、療育

など様々な分野の高い専門性

が織りなす協働から得た成果

を子どもたちとの日々の教育

実践にいかしていただくこと

が本協議会の喜びであり、継

続への力となります。

本協議会が２０年以上にわ

たって、聴覚障害教育の専門

研修の場として根付いている

大きな要因は聴能教育を通じ

て巡り会った一人一人の先生

方が、聴覚障害の子どもたち

が生きていく社会が共生社会

としてより成熟していくこと

を願って日々自身の研鑽を積

み、それを共有してきたから

だと確信しています。

今後も子どもたちを取り巻

く社会状況が大きく変わって

いくことは誰もが実感してい

ることであり、聴覚障害教育

の専門性の維持・継承・人材

育成は喫緊の課題です。改め

て「近畿は一つ」を掲げ、目

的を同じくする皆様方と本協

議会の発展に貢献できるとす

れば、私にとっても望外の喜

びであります。

今年度もどうぞ、よろしく

お願いいたします。

第１回代表委員会（大阪府立中央聴覚支援学校）

２１回講演会・講習会の案内、機関紙６７号発行

第２回代表委員会（大阪府立生野聴覚支援学校）

１回近畿教育オーディオロジー研究協議会夏の

午前 講演会（ホテルアウィーナ大阪）

聴覚障害児教育の課題ー聴覚活用、言語指導、保護者支援を中心に

講師 庄司 和史 先生（信州大学 学術研究院 総合人間科学系

午後 講習会（ホテルアウィーナ大阪）

軽度・中等度難聴患者の補聴器診療の実際」

講師 新田 清一 先生（済生会宇都宮病院 耳鼻咽喉科

オーディオロジー研究協議会 会長
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だと確信しています。
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く社会状況が大きく変わって

いくことは誰もが実感してい
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育成は喫緊の課題です。改め
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８月２１日 全日 講習会 （大阪府立生野聴覚支援学校）

９月 下旬 秋の講演会の案内、機関紙６８号発行

１１月２日 秋の講演会（大阪府社会福祉会館）

「学齢聴覚障害児の日本語読み能力と学力」

講師 加藤 哲則 先生(愛媛大学教育学部 特別支援講座 准教授)

１２月上旬 冬の学習会の案内、機関紙６９号発行

令和２年 １月３１日 第３回代表委員会・専門研修会（滋賀県立聾話学校）

２月 １日 冬の学習会（滋賀〔フェリエ南草津〕）

「 未 定 」

講師 金沢 佑治 先生（滋賀県立小児医療保健センター副院長）

高井 小織 先生（京都光華女子大学健康科学部医療福祉学科准教授）

３月 下旬 集録２１号発行、機関紙７０号発行

事務局役員

・会長 校長会代表 三反田 多香子(和歌山県立和歌山ろう学校長）

・副会長 吉田 伸哉 （大阪府立堺聴覚支援学校長）

・事務局長 内門 祐（和歌山県立和歌山ろう学校） ・会計 羽田野 可奈（和歌山県立和歌山ろう学校）

・事務局次長 中道 勝久（大阪府立生野聴覚支援学校） ・機関紙 今岡 亮一（奈良県立ろう学校）

〃 谷口 信恵（兵庫県立神戸聴覚特別支援学校） 〃 小林 真之（兵庫県立姫路聴覚特別支援学校）

〃 松川 雅一（大阪府立堺聴覚支援学校） ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 太田 裕樹（京都府立聾学校）

・情報保障 久保 鈴加（奈良県立ろう学校） ・研究 木村 純子（大阪府立中央聴覚支援学校）

代表委員

（聾学校）

・滋賀県立聾話学校 （田中 智香子） ・兵庫県立神戸聴覚特別支援学校 （大谷 加奈）

・京都府立聾学校 （黒中 泰行） ・兵庫県立姫路聴覚特別支援学校 （坪田 良一）

・京都府立聾学校舞鶴分校 （浅井 康弘） ・兵庫県立こばと聴覚特別支援学校 （藤原 英典）

・大阪府立生野聴覚支援学校 （大下 麻由子） ・兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校 （上田 茜）

・大阪府立だいせん聴覚高等支援学校 （徳田 浩一） ・大阪府立中央聴覚支援学校 （中咲 智香子）

・大阪府立堺聴覚支援学校 （安達 康貴） ・和歌山県立和歌山ろう学校 （新開 佑香）

・奈良県立ろう学校 （吉田 智美）

（各府県）

・京都府 （村瀬 香奈／京都市立二条城北小学校） ・兵庫県 （志水 諭美／伊丹市立伊丹小学校）

・大阪府 （足立 貢 ／大阪市立北中道小学校） ・滋賀県 （ 未 定 ）

・奈良県 （田中 音栄／奈良市立椿井小学校） ・和歌山県（城野 二三子／橋本市立三石小学校）

監査

・保下 栄見 （大阪市立扇町小学校） ・上田 智子 （大阪府立生野聴覚支援学校）
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